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研究成果の概要（和文）：文化人類学において映像資料の制作とその作品分析を通じて、それらを保存するため
にアーカイブズ化して活用するまでの一貫した実践理論を完成することをめざした。映像制作の方法論、映像資
料の環境に左右されない安定した保存と検索を研究しながら、社会還元する方法を作り上げる。それらをもと
に、実際の研究機関において、アーカイブズの具体的実践モデルを構築することを目的とした。このモデルに基
づき国立民族学博物館所蔵の映像資料に適応した検索システムの一部を構築した。映像保存の媒体そのものに関
して、欧米の研究所が長期保存を考えた「フィルムへの回帰」を日本も考える時がきたことを強く認識しその研
究にも今後着手したい。

研究成果の概要（英文）：Within Visual anthropology, we aim to develop a consistent theory of 
practice to analyze, preserve, archive and use films recorded in non-digital and digital media. 
According to the original method and purpose of each film produced, we wish to develop an approach 
to preservation that is not driven by the ever-changing innovations of modern digital storage media,
 software and methods for sharing or dissemination. We aim to create a concrete practical model of 
archives for long-term preservation and dissemination purposes. As a first step, we have designed 
part of a new image search system adapted to the video materials of the National Museum of 
Ethnology. In addition, regarding the media of image storage, we strongly recognize that it is time 
for Japan to consider the approach of  preserving images as “not digital but film” for long-term 
preservation, now being developed by institutions in Europe and America. This research should be 
started in the near future.

研究分野： 文化人類学･民族学
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
文化人類学のフィールドワークに基づく現地記録映像は、文字、言語による記録と同じように重要視されおり、
どのように映像を編集、整理して、アーカイブズ化し、それを有効活用するかという方法論を構築することは学
術的にも社会的にも求められている。とりわけ保存媒体はフィルムによる長期保存を実行している欧州に比べ
て、日本はデジタル保存に偏重していることが判明した。また検索システムもデジタル化され、手軽にデジタル
映像を視聴することが出来るので、長期保存用フィルムを基本とし、社会還元用のデジタル映像を広く活用すべ
きである。これにより人類の遺産である映像の保存と活用は長期にわたって維持可能であるとした。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

文化人類学等の学問領域では、映像が積極的に活用され文字言語と同様に重要な研究手法と認

められるに至っている。 

しかし、制作された映像資料をどのように集約・保存し、研究や教育に活用するのかという議

論は未開拓のままである。 

日本文化人類学会第 41回研究大会（2007 年）では、本研究メンバーが中心となって映像人類

学分科会を開催し、学会員が制作した人類学映像作品を上映した。その後、3年間続けて映像

人類学分科会を開催し、現在では研究大会の企画として人類学映像作品上映会が定期開催され

るようになった。それに続き、上映作品に関してはウェブ上にデータベースを構築することに

より、映像資料の活用を活発化させる試みも行っている（公益信託澁澤民族学振興基金プロジ

ェクト助成、大森康宏）。 

貴重な映像資料をいかに保存、管理及び活用し文化人類学研究を推進させるのかといった問題

に取り組むために、国立民族学博物館（以下民博とする）において従来から調査してきた（民

博共同研究 映像の共有、村尾静二）。 

文化人類学の映像制作のデジタル化が進むにつれてそのアーカイブズ実践を分析し、諸外国の

研究機関では映像資料がいかに文化人類学等の学問領域で活用されているのかを調査し、同じ

問題意識をもつ海外の研究者との学術研究交流を通して、映像資料の活用とアーカイブズを新

たに展開していくための創造的モデルを構築・共有が必要になってきた。 

２．研究の目的 

文化人類学に映像資料の制作とその作品分析研究を通じて、それらの映像を保存するためアー

カイブズ化をほどこして活用するまでの一貫した実践理論を完成することをめざした。 

そのため、撮影・編集・完成までの制作の方法論、一般社会の人々が映像を有効に活用するた

めの効果的な映像保存と検索方法、それらを統合した機構とシステムを有効に社会還元する方

法となるアーカイブズの実践モデルを構築することを目的とした。このモデルに基づき国立民

族学博物館所蔵の映像資料に適応した検索システムの一部を構築することを目的とした。 

３．研究の方法 

（１）民博における映像資料の利用・保存の現状と問題点をまとめる。（２）次に、映像資料の

活用と保存を中心とするアーカイブズ実践において実績のある諸外国の研究機関にて実地調査

を行う。（３）アーカイブズを前提とした映像制作に関して実績のある諸外国の研究機関にて実

地調査を行う。（４）以上の成果をもとに、日本に実情にあった映像資料のアーカイブズ・モデ

ルを確立し、（５）それを他の研究者が理解・応用できるように図書、視覚的テキストを作成す

る。以上の調査・研究を通して、研究目的の達成に努めた。 

４．研究成果 

最終的に判明したこと： 

いくらデジタル映像を制作しても保存方法を考慮しないといけない。映像媒体そのものをアナ

ログフィルム保存することが世界的に拡大しつつある中で日本では、全てをアナログ保存する

ことは、社会的、経済的、政治的に不可能である。新しい鮮明なデジタル映像をのぞむ国民の

社会嗜好、あらゆるデジタル産業の競合する経済状況そして、政治的にも、政府が率先して進

める、デジタル映像保存の構築の拡大化はアナログ保存を重要視しなくなっている。 

今回映像保存に関して欧米を調査した結果、フィルムによるアナログ保存が最終結論となって

いることが判明した。現在のところ、未来に向けて様々な映像媒体、たとえば紙を活用したデ

ジタル映像記録などは、将来の展望として大きな発展をすると思われる。 



今回はとりあえずデジタル映像の活用が主流となっている日本の現状に合わせて、アーカイブ

ズ化を試行錯誤した。しかし、将来デジタル映像の format が変更した場合（４K,８K,16K）

は改めてアーカイブズ化を根底から考えなければならない。したがって民博所蔵の 1980 年代

から制作したフィル映像の多くはそのまま将来のアーカイブズ化が可能であり、欧米諸国と同

じようなフィルムアーカイブズとなるであろう、このことについては備考欄に記載した DVD

のインタビューを参照していただければ判明する。 

以下、各自が実行した研究について報告する： 

園田： 

27 年度、海外の映像研究所アーカイブズとの間で調査に関する交渉および調整を担当し、大森、

村尾の現地調査をスムーズに進行させた。 

28 年度は、パリ郊外のフランス国立フィルムセンター収蔵庫を訪ね、フィルム保存の最新情報

を聞き取り調査し、加えて大森と協力してデジタル映像に関するインタビューを実施した。 

29 年度、民博にて国際シンポジウム「変容する世界のなかでの文化遺産の保存」を開催し、「媒

体の変化」のセッションでは、東京国立近代美術館フィルムセンターの大関氏より「アナログ

フィルムによるデジタル映画・映像の保存」の発表があり、参加者全員でフィルムの保存に関

する知見を共有する機会となった。日本写真保存セミナーにて民博の「写真・映像資料の保存」

の講演を実施した。30 年度は、民博共同研究の一環として相模原フィルムセンターの視察を行

い、各機関の保存担当者と映像保存についての議論を深めた。大森康宏制作の DVD のフラン

ス語からの字幕用和訳を監修した。 

 

久保： 

27 年度、データベースの基本設計のためのソフト開発を推進した。映像作品自体の情報、編集

に関わる記述、保存媒体の関係記述、映像利用関係を整理しデータ構造モデルを提案した。そ

の有効性を確認するため、デジタル化したものに実験的に適用してモデルの有効性を示した。 

28 年度、民博所蔵映像アーカイブズ資料の保存と利用の両立を図るために、映像資料の一部に

ついて、デジタル化作業を行うとともに写真資料保存用フォルダーを購入した。これら資料は、

将来的に他の映像資料と合わせて、昨年度に続き総合的な映像データベースとして構築し、研

究利用などに供することとした。 

29～30 年度、総合的な映像データベースの構築をめざした。それに加えて、民博所蔵映像作品

のデジタル・データを対象にこれまでの検討結果やモデルを試験的に適用したデータベースを

試作し、モデルの有効性を示した。今後はモデルの有効性がデータ利用者にとって効果的な活

用が可能か実験する必要がある。 

 

村尾： 

27 年度、大森と協力してドイツ、オーストリア、フランスにて海外調査を実施し、映像制作所

などを訪れた。また、映画祭に参加し、アーカイブズ化に向けた制作について調査した。その

結果、著作権の自由化という問題が大きな課題であることが明らかとなり、アーカイブズ機関

側は制作者と映像利用者の仲介にどこまで関与するのか、管理上の問題を国別または研究所ご

とにまとめた。 

28 年度、イギリスの大英博物館、オランダの熱帯博物館およびライデンの国立民族学博物館、

ドイツ・ケルンにある民族学博物館にて映像とアーカイブズに関する調査、資料収集を行った。 

29～30 年度、マレーシア国立博物館、シンガポール国立博物館、インドネシアのバリ国立博物



館を訪問し、民族文化の展示における映像資料の使い方について調査した。 

現在、欧州の博物館はもとより、アジアの博物館においても、収蔵品とともに映像資料を展示

し、モノが現地の儀礼や日常生活のなかでいかに使われるのかをモノと映像で提示する展示が

広く行われている。一方、映像資料の保存は、いずれの博物館でも重要な課題となっている。

展示・企画に合わせてその都度、映像を再編集して提示する場合、デジタル映像は優れている。 

また、同期間中に、インドネシア、バリ島の調査地を訪れ、民族誌映像作品（デジタル映像）

の制作を行った。撮影した映像をその場で調査地の人々と視聴して意見交換する場合などは、

容易に再生可能なデジタル映像の方が優れている。 

一方、より長い視野で映像の保存を考える場合、アナログ映像としてのフィルムが優れている。

デジタル映像をアナログ映像に変換して残すことは、その費用は高いが、現時点では最善であ

ろう。これは文化人類学全体の問題であり、国内外の研究者と引き続き連携するなかで取り組

んでいきたい。この二つのメディアの各々の特性をしっかりと理解して使い分けることが博物

館における映像活用の鍵となっている。 

 

大森：  

27 年度は、20 世紀にデジタル化された映像の制作と保存（アーカイブズ化）の実態を、主と

して海外の主な映像研究所やアーカイブズを対象に調査した。日本文化人類学会、民博所蔵の

映像資料については資料整理にとどめ、アーカイブズ・データベースの基本設計はその方向性

が確定したところで試作することとした。海外調査は、ドイツ、オーストリア、フランスで充

実した調査を実施できたが、アメリカ、イギリス、オランダなどはテロ事件などの関係で、情

報提供はあったものの、十分な調査に至らなかった。 

フランスでのアーカイブズ化に関する聞き取りインタビュー映像収録を実施した。また、クレ

ルモンフェランの短編映画祭のデジタル映像保存と活用について調査した。ドイツではラウテ

ンシュトラウフヨースト博物館での大森が制作したフィルムの展示活用に関して聞き取り調査

を実施した。展示用の映像は、印象的で明確に状況判断できる短い映像が必要とされた。 

29～30 年度、29 年度スイスの研究機関でデジタルの利便性・映像保存について調査した。パ

リの民族誌映画委員会は DVD の保存に替わって外部のクラウドサーバーを活用している。30

年度は 40 年前に制作した「私の人生 ジプシー・マヌーシュ」の撮影現場を訪ね、過去と現

在の保存映像を活用し比較を試みた。10 月には東洋大学にて教育現場で保存された映像資料が

いかに活用されるか、公開シンポジウムを実施した。29 年度園田氏と同行したフランス国立フ

ィルムセンターの Eric Le Roy 氏と民博の外国人研究員の Bertrand Lavedrine 氏のインタビ

ュー映像をまとめ、科研報告用 DVD を作成した。 
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